
東部丘陵地長池地区地区計画 
（平成２８年 ５月１０日城陽市告示第 ４７号） 

（令和 ３年１１月１９日城陽市告示第１１１号） 

（令和 ６年１２月２４日城陽市告示第１０９号） 

名    称 東部丘陵地長池地区地区計画 

位    置 城陽市令涼つむぎ、富野長谷山及び富野狼谷 

面    積 約２７．７ｈａ 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の 

目標 

当地区は、京都府の「宇治都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針」において、広域的な交通利便性の向上を活かし、広域圏を対象とした商

業機能の配置を図ると定められており、城陽市都市計画マスタープランにおい

ても、にぎわいのある広域交流を促す商業機能の誘導を目指す「広域商業ゾー

ン」に位置付けている。 

このため、当地区では、新名神高速道路城陽スマートIC（仮称）の近接地に

位置する地理的優位性及び都市計画道路東部丘陵線を基軸とした交通アクセス

要件の優位性を活かし、広域的大規模商業施設を中心とした集客施設の立地を

誘導するとともに、周辺環境等に配慮した土地の合理的な高度利用及び健全な

商業集積を促進することにより、まちの新たな賑わいを創出する良好な広域交

流拠点の形成を図る。 

土地利用の 

方針 

 新名神高速道路城陽スマートIC（仮称）の近接地に位置する地理的優位性及

び都市計画道路を基軸とした交通アクセス要件の優位性を活かし、広域的大規

模商業施設を中心とした集客施設等の立地を誘導するとともに、周辺環境に配

慮した商業地域として土地利用を図る。 

地区施設の 

整備方針 

 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、新名神高速道路及び都市計画

道路東部丘陵線を基軸とした良好な都市環境の整備を図るため、土地区画整理

事業等によって配置する道路、公園及び調整池等の機能の維持・保全に努める。 

建築物等の 

整備方針 

良好な地区環境を形成するため、建築物等の用途制限、建築物の敷地面積の

最低限度、壁面の位置制限、かき又はさくの構造の制限、建築物等の形態又は

意匠の制限について必要な基準を設ける。 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

地区施設の 

配置及び規模 

配置  計画図表示のとおり 

規模 

 （道路） 

          項目 

種別 
幅 員 延  長 

 区 画 道 路 １１ｍ 約  １，１５０ｍ 

 （公園・その他の公共空地） 

          項目 

種別 
箇所数 面  積 

公園（調整池含む） １ 約 １１，０００㎡ 

その他の公共空地（調整池） １ 約 ２１，０００㎡ 

 

 



地 

区 

整 

備 

計 

画 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

建築物等の

用途の制限 

 次の各号に掲げる建築物は建築してはならない。 

(1) 建築基準法別表第２（い）項第１号、第３号、第５号又は第６号に掲げる

建築物。 

  ただし、託児所及び当地区内で就業する者のための保育施設を除く。 

(2) 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるもの。 

(3) 集会場（宗教活動又は葬儀を主たる目的とするものに限る）。 

(4) 建築基準法別表第２（は）項第４号に掲げる建築物。 

(5) 建築基準法別表第２（に）項第５号又は第６号に掲げる建築物。 

  ただし、ペットショップ、ペット美容院、ペットカフェに附属する畜舎を

除く。 

(6) 建築基準法別表第２（ほ）項第２号に掲げる建築物。 

  ただし、ゲームセンターを除く。 

(7) 建築基準法別表第２（へ）項第３号に掲げるもののうちナイトクラブの用

に供するもの。 

(8) 建築基準法別表第２（り）項第２号に掲げる建築物。 

(9) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第６項に規定す

る店舗型性風俗特殊営業又は同条第９項に規定する店舗型電話異性紹介営

業の用に供する建築物。 

建築物の 

敷地面積の 

最低限度 

建築物の敷地にあっては、５００㎡以上でなければならない。 

 ただし、巡査派出所、公衆電話所その他これらに類する建築基準法施行令第

１３０条の４に定める公益上必要な建築物（以下「公益上必要な建築物」とい

う。）の敷地として使用する場合はこの限りでない。 

壁面の 

位置制限 

 建築物の外壁もしくは、これに代わる柱の面から道路境界線までの距離は２．

０ｍ以上とする。 

 ただし、次の各号に掲げるものはこの限りでない。 

(1) 地盤面下に設けられる建築物又は建築物の部分 

(2) 公益上必要な建築物 

(3) 道路上空に設けられる横断橋（横断橋に接続するエレベータ、階段、スロ

ープ等を含む）又は渡り廊下と一体となる歩廊又は渡り廊下の用に供する

建築物の部分 

(4) 軒の高さが２．３ｍ以下の自動車車庫 

(5) 軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ床面積の合計が５㎡以下の物置等 

(6) 門、へい、かき又はさく 

かき又は 

さくの 

構造の制限 

 前面道路に沿ってへい、かき又はさくを設置する場合の高さは地上高２．０

ｍ以下とし、へいの地上高０．６ｍ以上については、見通しのきく構造（金網

柵等）とする。また、可能な限り、生垣等により緑化を推進する。 

 ただし、次の各号に掲げるものはこの限りでない。 

(1) 公益上必要な建築物の敷地に設けるもの 

(2) 施設に附属する荷捌き場、商品・塵芥の集積場又は室外機置場等の露出面

積を少なくするため景観上及 

  び安全上の配慮として設置される目隠しフェンス等 

(3) その他市長が必要と認めるもの 

建築物等の 

形態又は 

意匠の制限 

(1) 建築物に附属する屋外照明及び外構部の照明は、周辺環境への影響に配慮

するよう努めるものとする。 

(2) 建築物の外壁及び屋根等の色彩は、周辺環境と調和を図るものとする。 

 

 



1

2

1
0

30

40

50

55

0 50 100m

Ｃ

L1

機
械
室

電
気
室

詰
所

11

演

22

北1

西1

長

谷

山

27

L2

R2-4-4

R2-4-5

N O . 5 6

N O . 5 9

1:
1.
8

64.80

67.235

R2-4-5

52
.5

1:
1.
8

60
.0
0

61
.0
0

63
.0
0

63.
00

62.80

1:1.
5

59.70

57
.
50

52.
20

52.50

1:
1.
8

64.80

52.5

67.235

5
0
00

51.0
51.

5

50.
5

50.
0

49.5

9000

6
0
0
0

4
0
0
0

9000

5
4
6
8

1636

52
.6

1:
1.
8

1:
1.
8

55.0

h=
1.0

0

2
0
0
0

2
0
0
0

7
0
0
0

50
00

2500

6000

80
00

2000

2000

500

2.
0%

51.40

46.30

52
.0

52
.0

49
.0

49
.5

50
.0

50
.5

51
.0

51
.5

47
.5

49
.00

52.049.0

1:3.0
1:3.0

1:3.0

52.00

51.0
50.0

50.0

4
9
.
5

50.0

51.0

1:3.0

500
1000

48.20

60
.0
0

61
.0
0

62
.0
0

59
.0
0

53.061

53.060

56.01

NO
.
10
R

B
C-
1
R

1:1.8

9
0°

0
′
0″

NO
.5
0

NO
.5
5

東
部
丘
陵
線

50

R=
∞

R=
∞

5号調整池

H.H.W.L 79.40
H.W.L   79.15
池底高  78.30

1:0.5
1:0.5
1:0.5
1:0.5

池底高  78.30
H.W.L   79.15
H.H.W.L 79.40

5号調整池

R=
∞

R=
∞

50

東
部
丘
陵
線

NO
.5
5

NO
.5
0

9
0°

0
′
0″

1:1.8

68.4

72.8

31.3

30.5

52.7

61.4

南山城学園

長
谷
川

ｗ

（土）

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

地
番
界

里
道
東
端
界

道
路
東
端
界

道路
南端
界

道
路
西
端
界

地
番
界

道
路
界

地
番界

道路
界

地
番界

見
通
し界

道路
南端
界

地
番
界

道
路
西
端
界

都市計画道路南端界

Ｗ

宇治都市計画(城陽市)

地区計画の変更　計画図

縮尺１：２,５００

凡　　例

地区計画区域及び地区整備計画区域

都市計画道路線

（調整池）

公園
(調整池含む)

区画道路

その他の公共空地


